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新聞はこちらからも
ご覧いただけます。

今
月
の
主
な
紙
面

●技能競技全国大会　 1・ 2面

●委員会等報告　 3面

●定期講習会場一覧　 5面

●青年部・女性部 活動報告　 8面

◆今後の主たるスケジュール（予定）

日程 内　　　　容

4月 中旬
技能競技課題 公表

選手募集要項 公表

8月

中旬 大会参加のご案内発出（見学・応援者）受付開始

下旬

一般の部　選手エントリー　一次締め切り

※関東・中部・関西・中国・四国・九州

女性の部　選手エントリー　締め切り

9月

中旬
一般の部　選手エントリー　二次締め切り

※北海道・東北・北陸

下旬
高校生の部　選手エントリー　締め切り

大会参加者（見学・応援者）受付締め切り

10月 下旬 最終競技課題　公表

第
5
回　

電
気
工
事
技
能
競
技
全
国
大
会

11
月
に
横
浜
ア
リ
ー
ナ
で
開
催

　

第
5
回
電
気
工
事
技
能
競

技
全
国
大
会
の
大
会
概
要
が

発
表
さ
れ
た
。

2
0
2
4
（
令
和
6
）
年

11
月
28
日
（
木
）、
会
場
は

前
回
と
同
じ
神
奈
川
県
の
横

浜
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
る
。

2
0
1
4
年（
平
成
26
年
）

を
第
1
回
と
す
る
電
気
工
事

技
能
競
技
全
国
大
会
は
、
一

人
ひ
と
り
の
技
術
の
向
上
に

と
ど
ま
ら
ず
、
業
界
全
体
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て

き
た
。
電
気
工
事
技
術
者
の

資
質
や
技
術
・
技
能
水
準
の

向
上
を
通
じ
お
客
様
に
安
全

・
安
心
を
お
届
け
す
る
た
め

電
気
保
安
の
確
保
を
担
う
電

気
工
事
業
界
を
社
会
に
認
識

い
た
だ
き
「
顔
の
見
え
る
業

界
」
を
目
指
そ
う
と
す
る
も

の
だ
。

　

第
1
回
大
会
で
「
大
会
の

カ
タ
チ
を
作
る
」、
第
2
回

大
会
は
「
内
容
の
充
実
を
図

る
」、
第
3
回
大
会
は
「
大

会
の
形
・
内
容
の
充
実
を
図

る
」
そ
し
て
第
4
回
大
会
は

「
電
気
工
事
士
の
甲
子
園
と

言
わ
れ
る
大
会
」
を
目
指
し

進
化
し
て
き
た
。

　

第
4
回
大
会
か
ら
は
、
一

般
の
部
は
各
電
工
組
か
ら
1

名
、
女
性
の
部
は
各
ブ
ロ
ッ

ク
よ
り
1
名
と
参
加
選
手
を

拡
大
。
今
大
会
も
一
般
の
部

は
各
電
工
組
1
名
に
加
え
組

合
員
数
に
応
じ
た
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
枠
の
選
手
10
名
の
計
58

名
、
女
性
の
部
9
名
、
高
校

生
の
部
は
（
公
社
）
全
国
工

業
高
等
学
校
長
協
会
各
ブ
ロ

ッ
ク
か
ら
1
名
の
計
9
名
の

選
手
の
出
場
に
よ
り
、
最
大

76
名
の
選
抜
さ
れ
た
選
手
が

学
科
と
技
能
を
競
う
。
い
ず

れ
の
部
も
白
熱
し
た
ハ
イ
レ

ベ
ル
な
競
技
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　

大
会
テ
ー
マ
は
、「
C
o
n

n
e
c
t
t
o
t
h
e
f

u
t
u
r
e
〜
人
と
技
能

で
守
り
、
つ
な
ぐ
未
来
〜
」

に
決
定
し
た
（
別
掲
）。

　

大
会
開
催
に
向
け
て
、
4

月
に
は
技
能
競
技
課
題
の
公

表
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
連
合
会
へ

出
場
選
手
募
集
要
項
や
競
技

員
選
出
依
頼
を
発
信
す
る
予

定
だ
。

　

大
会
の
競
技
課
題
は
、
一

般
の
部
・
女
性
の
部
・
高
校

生
の
部
と
部
門
ご
と
に
設

定
。
競
技
時
間
は
一
般
の
部

1
8
0
分
・
女
性
の
部

1
5
0
分
・
高
校
生
の
部

1
2
0
分
と
な
っ
て
い
る
。

学
科
競
技
は
、
前
日
の
11
月

27
日
に
非
公
開
で
実
施
さ
れ

る
。

　

大
会
当
日
の
主
役
で
あ
る

選
手
が
、
余
す
と
こ
ろ
な
く

そ
の
力
を
発
揮
す
る
と
と
も

に
、
組
合
と
組
合
員
は
も
と

よ
り
、
関
連
団
体
・
企
業
と

の
連
携
を
よ
り
一
層
充
実
さ

せ
、
大
会
の
み
な
ら
ず
全
日

電
工
連
組
織
の
強
化
に
つ
な

が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

（
技
能
競
技
全
国
大
会
関
連

記
事
は
2
面
に
も
掲
載
）

Connect to the future
～人と技能で守り、つなぐ未来～
Connect to the future
～人と技能で守り、つなぐ未来～

5th

Connect to the futureConnect to the future
～人と技能で守り、つなぐ未来～～人と技能で守り、つなぐ未来～

主 催：全日本電気工事業工業組合連合会
共 催：各ブロック電気工事組合連合会・各都道府県電気工事（業）工業組合
後 援：経済産業省・国土交通省・文部科学省・神奈川県教育委員会・横浜市・
　　　（公社）全国工業高等学校長協会
協 賛：電気事業連合会・（一社）日本電気協会・電気保安協会全国連絡会・
　　　（一財）電気技術者試験センター・（一財）電気工事技術講習センター・
　　　全日本電設資材卸業協同組合連合会・全日電工連賛助会員企業48社
　　　※後援・協賛は予定

全日本電気工事業工業組合連合会 技能競技委員会全日本電気工事業工業組合連合会 技能競技委員会

横浜アリーナ

11月
28日
11月
28日
111111

2024年2024年

技 能 競 技技 能 競 技
11月27日・学科競技11月27日・学科競技

大会テーマ

「 Connect to the future

　　　～人と技能で守り、つなぐ未来～」

★「Connect to the future」
　開催大綱の基本理念である『技能競技全国大会が、従来の電気工事技
術・技能を継承しつつ、近年のトレンドに対応した大会を構築すること
で、今後の電気工事業界のあるべき姿を考える場』であることを捉え、
進化した技術を伝え（技術伝承・技能向上）、業界内の人材育成を図り、
業界の真価を発揮することにより将来に繋いでいくことを表現している。

★「～人と技能で守り、つなぐ未来～」
　「人」は出場選手や組合員従業員等の業界を支える人財を表し、「技能」
は競技課題を通じた基本技術と最新技術による技術向上、労働災害の未
然防止による施工の安全、コンプライアンス遵守、近年の多発する自然
災害に備えた施工の工夫による技能向上をもって、国民生活や地域社会
を「守る」ことで、明るい「未来」に繋げていくという想いが込められ
ている。

開催要領
▽開催日
　2024(令和6)年11月28日（木）
※学科競技は前日11月27日（水）（非公開）

▽開催場所
　場所：横浜アリーナ
　神奈川県横浜市港北区新横浜3丁目10番
※すべての行事を横浜アリーナで開催
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第4回電気工事技能競技全国大会
　右記ＱＲで、第4回電気工事技能競技全国大会のアーカ
イブ動画をご覧いただけます。
　また、全日電工連ＨＰ全国大会ページ（https://znd.
or.jp/org/ginou/ ）の下方にも掲載しております。

選手募集要項 留意事項
① 一般の部は、男女問わずエントリーすることがで
きる。
　 　女性の部の歴代の当大会金賞受賞者も、一般の
部に出場することができる。
② 第一種電気工事士の有資格者の場合、5年に一回
の定期講習を受講していること。
③ 現に犯罪容疑者、暴力団、暴力団員、暴力団関係
企業・団体またはその関係者ではないこと、また
その他反社会勢力に属していないこと。

第5回電気工事技能競技全国大会

選手出場枠（最大76名）
一 般 の 部 48 名＋ブロック枠 10 名 ＝ 最大 58 名（男女問わず出場可能）

女 性 の 部 ブロック× 1 名 ＝ 9 名

高校生の部 地区校長協会× 1 名 ＝ 9 名（男女問わず出場可能）

★一般の部

① 基本は各電工組 1 名とする。

② ブロック加算枠については下記のとおりとする。

ブロック ①電工組基本数
②ブロック
加算枠権利数

総選手枠数

北海道 1 名 1 名 2 名

東 北 7 名 1 名 8 名

北 陸 3 名 1 名 4 名

関 東 9 名 2 名 11 名

中 部 5 名 1 名 6 名

関 西 6 名 1 名 7 名

中 国 5 名 1 名 6 名

四 国 4 名 1 名 5 名

九 州 8 名 1 名 9 名

合 計 48 名 10 名 58 名

※ブロック加算枠は『加算枠権利』とし、適用はブロックが判断する。

※ブロック加算枠数 所属組合員数 6,000 未満：1 名、6,000 以上：2 名

★女性の部

　ブロック連合会毎に 1 名の確定枠とし、ブロック連合会選抜と

する。

9 ブロック × 1 名 ＝ 9 名

★高校生の部

　（公社）全国工業高等学校長協会に推薦を依頼する。

　出場枠は、9 名。

全国 9 地区校長協会 × 1 名 ＝ 9 名

事前ご案内
◆大会当日の入場受付について
　前回同様QRコード受付を
行います。事前ご案内のQR
付大会参加証をお忘れなくお
持ちください。
◆ 大会LIVE配信実施
　前回大会でご好評をいただ
いたYou Tube LIVE配信を
今大会でも実施する予定で
す。大会規模の拡大により遠
隔地より多くの方々に競技を
ご覧いただくために準備を進
めております。
　是非ご覧ください。

前回大会のブースで解説を務めた
宮本圭一郎氏(中)

第3回大会チャンピオン小嶋一彦氏(右)

大会スケジュール（予定）
学科競技日 11月27日（水）

※会場内非公開
技能競技日 11月28日（木）

時　間 実施項目 時　間 実施項目

13：00 過ぎ 選手オリエンテーション  8：20～ 開会式

14：00 前後 学科競技
 9：15 頃
～12：30 前後

技能競技

16：30 前後 開会式等リハーサル 11：30 前後～ 作品公開

17：00 前後～ 表彰式

　▽開催日　2016（平成28）年11月25日（金）於：両国国技館
てっぺん

　▽開催日　2018（平成30）年11月30日（金）於：両国国技館

　▽開催日　2014（平成26）年11月29日（土）於：両国国技館

　▽開催日　2022（和令4）年12月1日（木）於：横浜アリーナ

過去の大会テーマ

高校生の部 一般の部女性の部

前
回
大
会
の
競
技
風
景
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委員会等報告

　・ 電気工事技術者の「技
能・技術の見える化」
への仕組みづくりにつ
いて意見交換。社会的
な認知度を向上させて
技術者・後継人材不足
の解消につなげる考え。

　・ 協賛企業の協力による
最新技術や防災対策を
テーマとした知見拡充
・技術向上研修会の開
催を各工組に案内する。

　・ 第一種電気工事士定期講習の実施状況と予定、2024年度上期電気工事従事者認定
講習の開催予定、電気工事手帳のあっせん等の報告を行った。

☆技術・認証委員会（會津圭一郎委員長・2月29日）

☆総務・財政委員会（平野喜嗣委員長・3月21日）

　・ 今期決算の見通しを報
告すると共に、剰余金
処分について審議。あ
わせて社会情勢の変化
に応じた旅費規程見直
しについて審議を行っ
た。

　・ 各電工組本部事務局の
業務効率化状況を報
告。オンライン会議は
浸透しているが、対面会議でのペーパレス化・クラウド情報共有システムの利用
状況が不十分であるため、あらためて電工組事務局へ効率化を呼び掛ける方針。

友好団体感謝状を11年連続で受賞

☆事業推進委員会（石原和夫委員長・3月14日）

　・ 認定損害保険制度の
加入拡大に向けた改
定案やグループ共済
制度の加入拡大策を
審議。新オプション
の新設なども検討し
た。

　・ 災害時連携協定「対
応マニュアル」改訂
版を確認。近年の環
境変化を踏まえた内容にアップデートされた改訂版は今後ブロック・工組へ配
布予定。

　・ 所管するＤＸサービス分科会の審議・検討・実施状況を報告。報告に基づき、
今後の加入拡大施策を検討した。

☆総合政策会議所管

　・ 外国人材雇用企業取
材を取りまとめて報
告。外国人材受け入
れ制度や入管手続き
業務などを整理。現
状の課題について意
見交換を行った。

　・ 外国人雇用実績社と
未採用社へのアンケ
ート結果を報告。雇
用状況や効果などを
情報共有した。

☆人材確保育成ＷＧ（浅川誠吾担当副議長・須田敏行座長・3月4日）

☆全国女性部連絡協議会世話人会（北川麻弓代表世話人・3月12日）オンライン会議

　・ 第5回技能競技全国大
会でのイベント内容に
ついて審議。作品審査
時間帯の来場者の興味
を引く内容を検討し
た。あわせて展示物に
ついても検討した。

　・ 機関紙に掲載する女性
部の連載内容や時期に
ついて検討。660号か
ら連載する。

　全日電工連政治連盟（米沢寛会長）は、3月17日に都

内で開催された自民党の党大会で表彰された。

　この表彰は、自民党を支援・協力する個人や団体を対

象に感謝の意を表すことが目的。

　平成26年から29年までは全日電工連が4年連続で表

彰、平成30年からは全日電工連政治連盟に感謝状が贈呈

されており、全日電工連として11年連続で表彰された。

全
日
電
工
連

政
治
連
盟

　・ 競技部会と審査部会で
合同会議。2月末に行
われた模擬施工の結果
を検証して、課題検討
を行った。

　・ 競技規則を再検討。部
会間での確認・擦り合
わせを行った。

　・ 4月中旬に一般・女性
・高校生の各部門競技
課題を公表する予定。
公表に向けてスケジュールを確認した。

☆技能競技委員会・合同会議（前嶋純担当副委員長・3月11日）

自
民
党
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
感
謝
状
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外国人材の受け入れ・活躍事例
組 合 員 企 業 に イ ン タ ビ ュ ー

自
社
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
努
力
が
必
要

★
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
の

き
っ
か
け

菊
地　

製
造
業
の
会
社
で
は

10
年
以
上
前
か
ら
技
能
実
習

生
を
採
用
し
て
お
り
、
外
国

人
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
海
外
視
察
研
修

の
際
、
優
秀
な
人
材
が
い
る

こ
と
を
知
り
採
用
を
検
討

し
、
2
0
1
4
年
6
月
に
現

地
で
面
接
し
、
2
0
1
5
年

に
技
能
実
習
生
で
3
名
を
採

用
し
ま
し
た
。
日
本
の
受
入

機
関
で
あ
る
ア
ド
バ
ン
ス
協

同
組
合
↓
外
国
人
材
の
送
り

出
し
機
関
↓
面
接
と
い
う
流

れ
で
採
用
に
至
り
、
面
接
は

現
地
で
私
が
行
い
ま
し
た
。

社
長
本
人
が
自
分
の
目
で
見

て
質
問
等
を
し
て
確
認
を
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
入
国
の
た
め
の
手
続
き

は
、
受
入
機
関
の
ア
ド
バ
ン

ス
協
同
組
合
に
お
願
い
を
し

ま
し
た
。

　

現
在
は
、
技
能
実
習
生
か

ら
他
の
在
留
資
格
を
得
た
3

名
を
含
む
4
名
で
、
技
術
・

　

総
合
政
策
会
議
所
管
の
人
材
確
保
育
成
Ｗ
Ｇ
は
、
外
国

人
雇
用
に
関
す
る
実
態
調
査
（
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入

れ
方
策
等
）
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

外
国
人
材
を
組
合
員
企
業
で
受
け
入
れ
て
い
く
に
あ
た

り
、
現
状
の
法
律
・
制
度
で
の
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
、

外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る
所
属
組
合
員
企
業
へ
取
材
と
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

　

今
号
で
は
、
取
材
し
た
企
業
か
ら
外
国
人
材
雇
用
に
関

す
る
取
り
組
み
な
ど
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
掲
載
す
る

（
文
中
敬
称
略
）。
今
回
の
取
材
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
内
容

や
先
行
事
例
を
踏
ま
え
、
組
合
が
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で

き
る
の
か
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
方
針
だ
。

人
文
知
識
・
国
際
業
務
（
以

降
、
技
人
国
）
で
ミ
ャ
ン
マ

ー
人
が
3
名
、
特
定
技
能
1

号
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
1
名
を

雇
用
し
て
い
ま
す
。
技
能
実

習
生
は
実
習
期
間
終
了
後
一

度
帰
国
し
て
あ
る
程
度
の
期

間
、
母
国
に
て
技
術
移
転
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
期
間
の
定
め
は
あ
り
ま

せ
ん
が
そ
れ
を
し
な
い
と
入

国
の
た
め
に
必
要
な
在
留
資

に
お
い
て
は
特
に
サ
ポ
ー
ト

義
務
は
無
く
他
の
日
本
人
社

員
と
同
じ
待
遇
で
す
が
、
外

国
人
の
た
め
賃
貸
契
約
が
で

き
な
い
場
合
は
会
社
が
契
約

を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

★
研
修
セ
ン
タ
ー
で
指
導
・

教
育

菊
地　

研
修
セ
ン
タ
ー
で

は
、
新
入
社
員
に
現
物
を
見

せ
て
触
れ
さ
せ
て
作
業
の
練

習
・
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
場
で
作
業
し
な
が
ら
教
え

て
い
く
こ
と
は
な
か
な
か
難

し
い
の
で
、
こ
こ
で
研
修
し

て
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
現
場
独
自
の
言

葉
、
現
場
で
乗
っ
て
は
い
け

な
い
場
所
、
や
っ
て
は
い
け

な
い
事
を
教
え
ま
す
。
フ
ネ

と
ネ
コ
持
っ
て
来
て
く
れ
と

言
っ
て
も
何
の
こ
と
か
わ
か

り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
こ
れ
ら

を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
仕
事

の
覚
え
方
も
全
然
違
い
ま
す
。

★
受
け
入
れ
に
関
す
る
課
題

菊
地　

一
般
社
団
法
人
建
設

技
能
人
材
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
）

の
会
員
に
な
ら
な
い
と
特
定

技
能
外
国
人
の
受
け
入
れ
許

可
が
降
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ａ
Ｃ

の
会
員
は
会
費
を
支
払
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

特
定
技
能
の
外
国
人
を
就

労
さ
せ
て
い
る
場
合
、
入
管

に
3
カ
月
に
1
回
報
告
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
給
与

台
帳
お
よ
び
振
込
明
細
を
提

出
し
、
本
人
と
面
接
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま
す
。

　

技
人
国
の
許
可
は
行
政
書

士
に
依
頼
し
申
請
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
技
人
国
は
現
地

の
電
気
科
、
工
業
系
の
大
学

を
卒
業
ま
た
は
日
本
の
大

学
、
専
門
学
校
を
卒
業
し
て

い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま

す
。
技
人
国
と
し
て
従
事
可

能
な
業
務
は
現
場
管
理
の
み

と
な
っ
て
お
り
、
単
純
業
務

は
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

研修センターを視察するWGメンバー

見て触って指導・教育を実施

会津電業社員と意見交換

ま
せ
ん
。

★
採
用
に
向
け

た
ア
ド
バ
イ

ス
菊
地　

若
い
世

代
の
日
本
人
は

週
休
2
日
制
が

当
た
り
前
で
す

が
、
外
国
人
は

稼
ぎ
た
い
方
が

多
く
、
土
日
も

積
極
的
に
働
い

て
く
れ
ま
す
。

外
国
人
と
一
緒

に
働
く
こ
と
で

外
国
人
に
対
す

る
壁
や
偏
見
が
無
く
な
り
ま

し
た
。
と
て
も
一
生
懸
命
に

働
い
て
く
れ
る
た
め
、
日
本

人
従
業
員
に
も
良
い
影
響
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
孤
立
を
防

ぐ
た
め
、
外
国
人
は
最
低
2

人
は
い
た
方
が
良
い
と
思
い

ま
す
。　

　

一
方
で
人
に
よ
り
ま
す

が
、
採
用
す
る
外
国
人
材
は

自
国
に
帰
り
た
い
人
が
ほ
と

ん
ど
だ
と
思
う
の
で
、
基
本

的
に
期
間
限
定
と
考
え
た
方

が
良
い
で
す
。

　

長
く
働
き
続
け
て
も
ら
う

に
は
、
自
社
で
働
き
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
会
社

と
し
て
も
努
力
が
必
要
と
な

り
ま
す
が
、
特
に
J
A
C
に

は
、
特
定
技
能
1
号
か
ら
2

取材協力：会津電業株式会社

菊地 憲幸 代表取締役

2024(令和6)年1月22日

於：研修センターすだち

（神奈川県横浜市）

格
認
定
証
明
書
は
入
管

か
ら
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

特
定
技
能
1
号
の
就

労
期
間
は
通
算
5
年
、

2
号
は
更
新
を
す
れ
ば

上
限
無
く
就
労
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

特
定
技
能
の
場
合
、

「
往
復
の
飛
行
機
代
」

「
空
港
か
ら
の
送
迎
」

「
住
居
を
借
り
る
際
の

費
用
」
等
は
、
雇
用
主

が
負
担
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。
技
人
国

号
に
な
る
た
め
の
条
件
に
つ

い
て
、
も
っ
と
柔
軟
な
も
の

に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

技
術
も
身
に
着
け
、
努
力
し

て
国
家
資
格
も
取
得
し
て
、

会
社
と
し
て
は
居
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
困
る
と
い
っ
た
人

材
に
も
か
か
わ
ら
ず
2
号
の

評
価
試
験
に
合
格
で
き
な
い

た
め
、
帰
国
さ
せ
る
し
か
な

い
と
い
う
人
材
が
多
い
の

で
、
特
定
技
能
2
号
の
ハ
ー

ド
ル
を
下
げ
て
優
秀
な
外
国

人
材
が
も
っ
と
活
躍
で
き
る

様
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。



第660号 2024年（令和6年）4月1日全 日 電 工 連（5）

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

札幌 5月23日 木 103403 かでる 2・ 7 北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420函館 5月21日 火 104401 函館市亀田交流プラザ

東
北

岩手 5月 9日 木 112401 
いわて県民情報交流センター
（アイーナ）

岩手県電気工事業工業組合
℡019-656-3255

宮城
5月12日 日 113402 

東京エレクトロンホール宮城
宮城県電気工事工業組合
℡022-221-26765 月15日 水 113403 

秋田 5月28日 火 114401 秋田県社会福祉会館
秋田県電気工事工業組合
℡018-824-1587

山形 5月24日 金 115401 いろり火の里
山形県電気工事工業組合
℡023-633-0161

福島 5月15日 水 116401 福島県青少年会館
福島県電気工事工業組合
℡024-535-0477

関
東

栃木
5月 1日 水 122401 

護国会館
栃木県電気工事業工業組合
℡028-622-19315 月22日 水 122402 

群馬 5月29日 水 123401 前橋問屋センター会館
群馬県電気工事工業組合
℡027-251-5016

千葉
5月10日 金 125401 

千葉県電工会館
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-60865 月15日 水 125402 

東京

5月12日 日 126401 
全国家電会館

東京都電気工事工業組合
℡03-3542-7301

5 月22日 水 126402 

5 月30日 木 126403 
トヨタドライビングスクール東京
教習所本館

神奈川

5 月20日 月 127403 

神奈川県電気工事会館
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-4671

5 月21日 火 127404 

5 月22日 水 127405 

5 月23日 木 127406 

中
部

長野
5月14日 火 131401 松筑建設会館 長野県電気工事業工業組合

℡026-262-14935 月17日 金 131402 長野ターミナル会館

愛知
5月 8日 水 134404 

名古屋国際会議場
愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-71515 月15日 水 134405 

北
陸 福井 5月14日 火 143401 福井商工会議所

福井県電気工事工業組合
℡0776-22-2903

近
畿

京都 5月14日 火 152401 京都テルサ
京都府電気工事工業組合
℡075-672-4311

大阪

5月 8日 水 153401 

大阪府電気工事技術会館
大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-6147

5 月28日 火 153402 

5 月31日 金 153403 

兵庫 5月16日 木 154403 兵庫県電気工事技術会館
兵庫県電気工事工業組合
℡078-671-3903

奈良 5月31日 金 155401 
奈良県電気工事工業協同組合
技術センター

奈良県電気工事工業組合
℡0742-33-4340

中
国 岡山

5月12日 日 163401 
岡山商工会議所

岡山県電気工事工業組合
℡086-261-09005 月29日 水 163402 

四
国 高知 5月15日 水 174401 高知城ホール

高知県電気工事業工業組合
℡088-832-7822

九
州

福岡 5月24日 金 181402 福岡商工会議所
福岡県電気工事業工業組合
℡092-523-7747

宮崎 5月22日 水 186401 宮崎市民プラザ
宮崎県電気工事業工業組合
℡0985-24-7388

第一種電気工事士定期講習     
2024年 6 月

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

関
東

茨城 6月14日 金 121402 
ザ・ヒロサワ・シティ会館
（茨城県立県民文化センター）

茨城県電気工事業工業組合
℡029-252-3133

栃木 6月 7日 金 122403 護国会館
栃木県電気工事業工業組合
℡028-622-1931

千葉
6月 5日 水 125403 

千葉県電工会館
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-60866 月 9 日 日 125404 

山梨 6月 7日 金 128401 山梨県電気会館
山梨県電気工事工業組合
℡055-222-5711

中
部

岐阜 6月 6日 木 132402 セラトピア土岐
岐阜県電気工事業工業組合
℡058-213-2171

静岡 6月25日 火 133403 静岡労政会館
静岡県電気工事工業組合
℡054-288-1250

三重 6月13日 木 135401 三重電気会館
三重県電気工事業工業組合
℡059-226-4862

北
陸

石川
6月 6日 木 142402 石川県地場産業振興センター

石川県電気工事工業組合
℡076-269-78836 月19日 水 142403

生涯学習センター
「ラピア鹿島」

福井 6月25日 火 143402 福井商工会議所
福井県電気工事工業組合
℡0776-22-2903

近
畿

大阪
6月 7日 金 153404 

大阪府電気工事技術会館
大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-61476 月20日 木 153405 

兵庫
6月 5日 水 154404 姫路商工会議所 兵庫県電気工事工業組合

℡078-671-39036 月21日 金 154405 淡路夢舞台国際会議場

中
国

鳥取 6月19日 水 161401 鳥取県立倉吉未来中心
鳥取県電気工事業工業組合
℡0857-24-9213

島根
6月25日 火 162401 島根県民会館

島根県電気工事工業組合
℡0852-21-74336 月29日 土 162402 

島根県立西部総合
福祉センター（いわみーる）

広島 6月28日 金 164402 広島県情報プラザ
広島県電気工事工業組合
℡082-241-1731

山口 6月12日 水 165402 
カリエンテ山口
（山口県婦人教育文化会館）

山口県電気工事工業組合
℡083-921-0885

四
国 愛媛 6月12日 水 173401 えひめ南JA会館

愛媛県電気工事工業組合
℡089-931-3011

九
州

福岡 6月26日 水 181403 毎日西部会館
福岡県電気工事業工業組合
℡092-523-7747

佐賀 6月26日 水 182402 佐賀市文化会館
佐賀県電気工事業工業組合
℡0952-31-2030

長崎 6月 6日 木 183402 アルカスSASEBO
長崎県電気工事業工業組合
℡095-862-1975

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

東
北 青森 7月24日 水 111402 

青森県労働福祉会館
(ハートピアローフク)

青森県電気工事業工業組合
℡017-773-1935

関
東

茨城 7月12日 金 121403 
ザ・ヒロサワ・シティ会館
（茨城県立県民文化センター）

茨城県電気工事業工業組合
℡029-252-3133

栃木 7月26日 金 122404 護国会館
栃木県電気工事業工業組合
℡028-622-1931

埼玉
7月 7日 日 124403 

埼玉電気会館
埼玉県電気工事工業組合
℡048-663-02427 月30日 火 124404 

東京
7月 1日 月 126404 

全国家電会館
東京都電気工事工業組合
℡03-3542-73017 月22日 月 126405 

中
部

長野 7月30日 火 131403 松筑建設会館
長野県電気工事業工業組合
℡026-262-1493

岐阜 7月 2日 火 132403 ワークプラザ岐阜
岐阜県電気工事業工業組合
℡058-213-2171

北
陸 富山 7月11日 木 141401 富山県中小企業研修センター

富山県電気工事工業組合
℡076-471-7551

近
畿

京都 7月25日 木 152402 京都テルサ
京都府電気工事工業組合
℡075-672-4311

大阪
7月 3日 水 153406 

大阪府電気工事技術会館
大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-61477 月26日 金 153407 

和歌山 7 月10日 水 156402 
和歌山県立情報交流センター
Big・U

和歌山県電気工事工業組合
℡073-424-3292

中
国 広島 7月21日 日 164403 広島県情報プラザ

広島県電気工事工業組合
℡082-241-1731

四
国 愛媛 7月11日 木 173402 リジェール松山

愛媛県電気工事工業組合
℡089-931-3011

九
州
・
沖
縄

宮崎 7月 1日 月 186402 JA・AZMホール
宮崎県電気工事業工業組合
℡0985-24-7388

鹿児島
7 月 3 日 水 187402 

ホテル自治会館
（市町村自治会館） 鹿児島県電気工事業工業組合

℡099-255-5507
7 月12日 金 187403 

奄美川商ホール
（奄美振興会館）

那覇 7月 4日 木 191402 沖縄産業支援センター 沖縄県電気工事業工業組合
℡098-943-0452宮古 7月 9日 火 192401 (仮)平良港ターミナルビル

2024年 7 月

満 席

満 席

満 席

2024年 5 月

2024年 6 月
地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

釧路 6月 5日 水 101401 釧路市生涯学習センター

北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420

札幌 6月 9日 日 103404 北海道電気会館

北見 6月 5日 水 105401 北見市民会館

帯広 6月 7日 金 106401 とかちプラザ

東
北

岩手 6月21日 金 112402 釜石市民ホール TETTO
岩手県電気工事業工業組合
℡019-656-3255

秋田 6月26日 水 114402 秋田県社会福祉会館
秋田県電気工事工業組合
℡018-824-1587

山形 6月12日 水 115402 山形ビッグウイング
山形県電気工事工業組合
℡023-633-0161

福島
6月 5日 水 116402 郡山ユラックス熱海 福島県電気工事工業組合

℡024-535-04776 月26日 水 116403 福島県青少年会館

新潟
6月17日 月 117402 新潟ユニゾンプラザ

新潟県電気工事工業組合
℡025-229-15876 月26日 水 117403 

燕三条地場産業振興センター
メッセピア

2024年 5 月～2024年 7 月

満 席

満 席

満 席

満 席
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業界の課題解決と経済的利益の増進をはかる

全日電工連政治連盟
素早い対応と行動する組織を目指す！！

全 日 電 工 連 協 賛 会 社 優良製品・商品をご使用下さい！
㈱ ア イ チ コ ー ポ レ ー シ ョ ン

ア イ ト ス ㈱

ア イ ホ ン ㈱

因 幡 電 機 産 業 ㈱

大 川 被 服 ㈱

河 村 電 器 産 業 ㈱

共 立 電 気 計 器 ㈱

コ ロ ナ 産 業 ㈱

サ ン 電 子 ㈱

㈱ シ ー エ ス エ ー

㈱ シ ス テ ム ズ ナ カ シ マ

積 水 化 学 工 業 ㈱

㈱ ダ イ テ ッ ク

タ キ ゲ ン 製 造 ㈱

Ｄ Ｘ ア ン テ ナ ㈱

テ ン パ ー ル 工 業 ㈱

東 神 電 気 ㈱

東 芝 ラ イ テ ッ ク ㈱

㈱ 戸 上 電 機 製 作 所

内 外 電 機 ㈱

㈱ 西 田 製 作 所

ニ チ コ ン ㈱

㈱ ニ チ フ

日 東 工 業 ㈱

日 本 電 機 産 業 ㈱

ネ グ ロ ス 電 工 ㈱

パナソニック㈱エレクトリックワークス社

パンドウイットコーポレーション日本支社

㈱ ホ タ ル ク ス

㈱ 前 垣

マ サ ル 工 業 ㈱

マ ス プ ロ 電 工 ㈱

三 菱 電 機 ㈱

ミ ツ ワ 電 機 ㈱

矢 崎 エ ナ ジ ー シ ス テ ム ㈱

ワ ゴ ジ ャ パ ン ㈱

㈱ ア サ ヒ プ リ ン テ ィ ン グ

全日本電設資材卸業協同組合連合会

（一社）全国設備業ＤＸ推進会

オ リ ッ ク ス 自 動 車 ㈱

㈱ り そ な 銀 行

損 害 保 険 ジ ャ パ ン ㈱

住 友 生 命 保 険 (相)

大 樹 生 命 保 険 ㈱

㈱ 葉 山 総 合 研 究 所

㈱ Ｅ Ｌ Ｅ Ｆ Ａ メ デ ィ ア

㈱ 全 日 出 版 社

㈱ 全 日 電 工 連 総 合 サ ー ビ ス
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新入社員研修にお勧めの冊子
基礎知識や現場での技術習得にお役立ち

新
入
社
員
研
修
向
け

三菱電機

「暮らしと設備」

パナソニック

「ＤＥＮＺＡＩ ＴＥＲＡＳＵ」

補助金活用情報
　お住まいの地域別・商品別に
検索できます。検索サイトはこ
ちらから（ＱＲ参照）

弔慰金　▶病死・その他
【北海道】 札幌市 ㈱菱電 横山寛二様 68

【宮城】 仙台市 佐々木電気 佐々木昇様 62

【宮城】 加美郡 庄司電気 庄司竹志様 84

【千葉】 鎌ケ谷市 高雄電気設備 髙橋久夫様 78

【千葉】 四街道市 ㈲小野寺電気工事 小野寺文雄様 83

【山梨】 甲府市 博東電気商会 土屋清博様 73

【愛知】 蒲郡市 カニエ電機 蟹江孝直様 78

【三重】 四日市市 太平電気工事㈱ 平井英雄様 55

【三重】 津市 新洋電気商会 前田宏様 77

【大阪】 大阪市 ㈱西村電気商会 相本和章様 72

【大阪】 羽曳野市 ㈲イクヨ商会 幾代謙治様 86

【兵庫】 姫路市 ㈱豊洋商会 豊住格治様 78

【兵庫】 神戸市 ㈱アンド 須貝則明様 73

【兵庫】 揖保郡 植田電工 植田雅昭様 67

【島根】 松江市 堯木電気 荒木堯之様 95

【大分】 大分市 後藤電気工業 後藤登様 75

【熊本】 熊本市 村上電気工事㈱ 村上正光様 87

見舞金

【三重】 多気郡 ㈱大西電気 大西隆明様 入院見舞

ご案内

組合員向け研修会を開催

① 開催時期

( )
( )

② 実施要領

(1) 後援の賛助企業による研修

（2) 研修会参加人数の目安：10名以上

（3) 開催形式

① 実施期間

( )
② 実施要領

（1) 実施会場

（2) 受講対象者

（3) 受講人数

（4) 説明会担当者

▶A4　64ページ
▶2016年2月発行

▶A4　64ページ　
▶2018年4月発行 お求めは所属工組へ
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全国青年部協議会評議員会

『時流』～時流と共に考える事業活性化への挑戦～

2
0
1
6
年
11
月
25
日
は
私
に
と
っ
て

忘
れ
ら
れ
な
い
日
と
な
っ
た
。

　

第
2
回
電
気
工
事
技
能
競
技
全
国
大
会

の
運
営
委
員
・
選
手
対
応
班
責
任
者
だ
っ

た
私
は
、
目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
女

性
選
手
の
闘
う
姿
に
見
入
っ
た
。
運
営
委

2018年青年部会員大会にて

員
と
し
て
で
き
る
限
り
選
手
た

ち
が
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
自

分
も
精
一
杯
だ
っ
た
の
だ
が
、

も
の
す
ご
い
緊
張
感
の
中
で
黙

々
と
作
り
上
げ
て
い
く
女
性
選

手
の
後
ろ
姿
に
「
こ
の
人
達
に

限
り
な
い
エ
ー
ル
を
送
り
た

い
」。

　

当
時
書
い
た
京
都
の
広
報
誌

に
そ
の
時
の
気
持
ち
を
載
せ
て

い
る
。「
大
会
前
日
東
京
を
観

測
史
上
初
11
月
の
積
雪
と
早
朝

の
地
震
が
襲
っ
た
。
極
寒
の
国

技
館
で
主
役
の
選
手
達
を
待
つ

　
「
全
国
に
女
性
部
作
り
た
い
で
す
！！
い

や
作
り
ま
す
！！
」

　

そ
の
約
1
年
後
「
全
国
青
年
部
会
員
大

会
」
に
3
回
目
の
出
会
い
が
や
っ
て
き
ま

す
。
全
国
か
ら
技
能
大
会
選
手
を
含
め
た

11
名
の
女
性
が
1
テ
ー
ブ
ル
で
意
見
交
換

『
選
手
対
応
班
責
任
者
』
の
私
は
、
寒
さ

と
怖
さ
で
震
え
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
。
し
か

し
大
会
当
日
、
選
手
控
室
の
前
日
と
は
全

く
違
っ
た
空
気
を
感
じ
た
時
、
そ
の
震
え

は
武
者
震
い
に
変
わ
っ
た
。
選
手
が
そ
の

力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
支
え
る

…
。
表
彰
式
で
、
特
に
女
性
最
優
秀
賞
の

選
手
が
目
に
涙
を
浮
か
べ
た
時
、
私
も
自

分
の
事
の
よ
う
に
涙
が
溢
れ
た
。
こ
の
場

所
に
居
ら
れ
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
た

い
」。
選
手
と
同
じ
よ
う
に
精
魂
尽
き
果

て
る
ま
で
力
を
出
し
切
っ
た
。

　

そ
の
後
、
女
性
電
気
工
事
士
座
談
会
が

開
催
さ
れ
、
こ
こ
で
出
会
っ
た
女
性
達
と

話
し
た
後
言
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
！

設
立
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
部
を
作
る
の
が
最
終
目
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
業
界
で
普
通
に
女
性
が

就
業
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
勇
ま
し
い

姿
で
現
場
に
出
る
電
工
女
子
、
キ
ー
ボ
ー

ド
を
ピ
ア
ノ
の
よ
う
に
操
る
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ

を
し
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
仲
間

か
ら
「
絶
対
全
国
で
女
性
部
作

っ
て
欲
し
い
。
姐
さ
ん
狼
煙
を

あ
げ
て
く
だ
さ
い
！
私
た
ち
も

頑
張
る
か
ら
」「
キ
ツ
イ
、汚
い
、

危
険
の
3
Ｋ
を
私
た
ち
か
ら
変

え
ま
し
ょ
う
！
」「
そ
う
や
ん

ね
。
私
達
の
合
言
葉
は
新
し
い

3
Ｋ
。『
キ
レ
イ
・
キ
ラ
キ
ラ

・
カ
ッ
コ
イ
イ
』
で
ど
う
？
」

　

キ
レ
イ
＝
美
し
い
、
キ
ラ
キ

ラ
＝
輝
き
、
カ
ッ
コ
イ
イ
＝
清

々
し
さ
の
中
の
粘
り
強
さ
、
こ

う
し
て
今
14
工
組
に
女
性
部
がTo Be Continued…

レ
ー
タ
ー
、
原
価
管
理
は
お
任

せ
！
の
積
算
女
子
、
正
し
い
経

理
は
事
業
所
の
発
展
を
誘
う
！

経
理
事
務
士
。

　

後
継
者
不
足
、
人
手
不
足
を

し
な
や
か
に
補
う
。
そ
ん
な
存

在
で
あ
り
た
い
。
こ
こ
か
ら
私

た
ち
の
物
語
は
始
ま
っ
た
の
で

す
。

ＰＪＴが実施事業を報告 活発な討論が行われた意見交換会自社の取り組み事例を発表したアカデミー

　

冒
頭
、
青
年
部
を
所
管
し
て
い
る

総
合
政
策
会
議
の
木
村
泰
浩
副
議
長

が
「
青
年
部
の
活
動
状
況
や
今
後
の

展
開
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
、
支
援
や

協
力
体
制
を
と
っ
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
齊
藤
卓
也
青
年

部
会
長
は
、「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
や
自

分
の
仕
事
、
組
合
に
お
い
て
ど
の
立

場
・
場
面
で
も
『
忙
し
い
』
と
い
う

蓋
を
し
た
瞬
間
に
成
長
が
で
き
な

い
。
し
か
し
仲
間
が
い
れ
ば
こ
の
蓋

が
壊
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
評
議
員

会
で
し
っ
か
り
学
び
、
自
分
の
成
長

に
つ
な
げ
る
。
自
分
の
成
長
こ
そ
が

会
社
の
成
長
に
な
り
、
自
工
組
や
支

部
の
成
長
に
繋
が
る
。
業
界
は
我
々

の
手
で
新
し
い
も
の
を
作
っ
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
限
ら
れ
た
時
間
で

は
あ
る
が
、
仲
間
と
と
も
に
成
長
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と

述
べ
た
。

　

は
じ
め
に
、
今
年
開
催
さ
れ
る
第

5
回
電
気
工
事
技
能
競
技
全
国
大
会

の
概
要
を
報
告
。
日
時
・
開
催
場
所

・
大
会
テ
ー
マ
な
ど
が
発
表
さ
れ
、

青
年
部
へ
の
協
力
要
請
な
ど
に
対
応

す
る
た
め
情
報
把
握
に
努
め
る
よ
う

呼
び
か
け
た
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
共
済
制
度
の
青

　

全
日
電
工
連
全
国
青
年
部
協
議
会
評
議
員
会
が
3
月
8
日
、
全
日

電
工
連
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
全
国
の
青
年
部
代
表
が
出
席
し
て
各

種
事
業
報
告
な
ど
を
行
っ
た
。
第
2
回
目
と
な
る
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は

「
時
流
を
捉
え
ろ
！
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
を
実
施
。
そ
の
後
の
意

見
交
換
会
は
、
テ
ー
マ
に
基
づ
き
各
グ
ル
ー
プ
で
討
議
を
行
っ
た
。

あいさつする
齊藤会長

年
部
加
入
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
結
果

報
告
を
行
い
、
13
の
青
年
部
が
表
彰

さ
れ
た
。
木
村
副
議
長
か
ら
齊
藤
会

長
に
目
録
が
渡
さ
れ
、
齊
藤
会
長
が

13
の
青
年
部
会
長
に
目
録
を
贈
呈
し

た
。

　

事
業
報
告
は
、
2
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
（
Ｐ
Ｊ
Ｔ
）
が
協
議
・

審
議
し
て
い
る
事
項
を
発
表
し
た
。

　

ト
レ
ン
ド
Ｐ
Ｊ
Ｔ
は
、
業
界
理
解

促
進
事
業
の
充
実
、
行
政
担
当
職
員

と
の
情
報
共
有
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
充

実
、他
団
体
と
の
連
携
な
ど
を
報
告
。

　

グ
ロ
ー
ア
ッ
プ
Ｐ
Ｊ
Ｔ
は
、
Ｄ
Ｘ

推
進
、
青
年
部
会
員
増
強
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

活
用
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
ア
カ
デ
ミ
ー
で

は
、
時
間
外
労
働
時
間
を
削
減
さ
せ

る
た
め
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
新
潟
県
の
本
間
隼
人
会
長

と
、
島
根
県
の
矢
田
俊
史
部
長
が
講

師
を
務
め
取
り
組
み
事
例
を
発
表
し

た
。

　

ア
カ
デ
ミ
ー
を
踏
ま
え
て
行
わ
れ

た
意
見
交
換
会
は
、「
時
流
を
捉
え

・
自
社
を
見
つ
め
る
」
を
テ
ー
マ
に

実
施
。

　

時
間
外
労
働
削
減
へ
の
取
り
組
み

や
現
状
、
今
後
の
課
題
や
組
合
と
し

て
行
え
る
行
動
な
ど
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
全
体
を
代
表
し
て
3
グ
ル

ー
プ
の
代
表
者
が
、
自
テ
ー
ブ
ル
の

意
見
を
集
約
し
て
発
表
を
行
っ
た
。

連
載　

第
1
回


